
秋
田
・秋
田
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
市
寺
内
字
鵜
ノ
木

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
ｉ
七
月

（第
三
九
次
調
査
）

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
市
教
育
委
員
会
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
松
正
夫

。
日
野
　
久

５
　
連逗
跡
の
種
類
　
城
柵

（官
衡
）
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

秋
田
城
跡
は
一
九
五
九
年
か
ら
の
四
年
間
の
国
営
調
査
と

一
九
七
二
年
に
秋

田
市
毅
育
委
員
会
が
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
事
務
所
を
設
置
し
て
か
ら
現
在
ま
で

の
調
査
の
結
果
、
東
西

。
南
北

約
五
五
〇
ｍ
の
外
郭
と
、
東
西

約
九
四
ｍ
、
南
北
約
七
七
ｍ
の

政
庁
域
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
調
査
地
は

鵜
ノ
木
地
区
で
、
秋
田
城
東
外

郭
線
の
外
、
約
二
〇
ｍ
の
古
代

の
沼
沢
地
の
西
岸
付
近
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
に
は
こ
の
沼
沢
の

1985年出上の木簡

(秋 田)

南
で
掘
立
柱
建
物
群
と
共

に
検
出
し
た
井
戸
跡
か
ら

「
天
平
六
年
月
」
と
釘
書

き
さ
れ
た
木
筒
を
は
じ
め

一
六
点
の
木
簡
が
出
土
し

て
い
る
。

第
三
九
次
調
査
で
出
土

し
た
木
簡
は
六
点
で
、
い

ず
れ
も
沼
沢
地
の
泥
炭
層

か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
泥

炭
層
は
縄
文
時
代
後
期
初

頭
頃
に
形
成
さ
れ
は
じ
め
、

秋

田
城

の
存
在

し
た
奈

良

。
平
安
時
代
に
も
浅
い
沼
沢
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
中
世
に
は
南

。
西
岸

の
一
部
が
埋
め
た
て
て
整
地
さ
れ
、
そ
の
整
地
層
上
に
掘
立
柱
建
物
、
土
羨
墓

な
ど
が
営
ま
れ
て
い
る
。
北

。
西
岸
は
ま
た
、
砂
に
よ
っ
て
も
埋
ま
り
、
岸
は

次
第
に
沼
沢
地
の
中
に
入
り
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
砂
は
人
為
的
な
も
の
か
自
然

に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
北

・
西
岸
で
は
土
留
め
の
杭
列
を
検
出
し
て

い
る
。
木
筒
が
出
上
し
た
本
次
調
査
地
は
こ
の
沼
沢
地
の
北

。
西
岸
に
あ
た
る

が
、
出
土
遺
物
か
ら
そ
の
時
期
を
想
定
す
る
と
平
安
時
代
中
頃
の
岸
と
考
え
ら

れ
＾
奈
良
時
代
の
岸
は
さ
ら
に
、
そ
の
北

。
西
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

秋田城跡調査位置図
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し
た
が

っ
て
沼
沢
地
の
泥
炭
層
は
岸
辺
で
幾
層
に
も
砂
を
間
層
に
し
て
堆
積

し
て
い
る
が
、
沼
沢
中
央
で
は
層
序
の
識
別
が
で
き
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
こ

の
泥
炭
層
か
ら
は
木
簡
の
他
に
、
斎
串
、
刺
串
、
人
形
、
馬
形
、
矢
羽
状
木
製

品
、
絵
馬
状
木
製
品
、
曲
物
、
漆
器
皿
、
挽
物
椀

。
皿
、
下
駄
な
ど
の
木
製
品

が
多
量
に
出
土
し
た
。
ま
た
、
人
面
墨
書
土
器

（
五
点
）、
墨
書
土
器

（四
三
点
）

漆
紙
全
一点
）、
石
帯
（丸
靭
）
な
ど
が
出
上
し
た
。
と
く
に
、
斎
串
、
刺
串
、
人

形
、
馬
形
、
人
面
墨
書
土
器
、
呪
符
木
筒
な
ど
ま
じ
な
い
に
関
連
す
る
遺
物
が

ま
と
ま
っ
て
出
上
し
た
。
こ
の
こ
と
は
調
査
地
が
秋
田
城
の
外
郭
東
門
の
推
定

地
の
付
近
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
城
で
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
ま
じ
な
い
の
儀

式

の
実
態
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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□
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1985年出上の木簡

以
上
、
第
二
九
次
調
査
出
土
木
筒
は
六
点
で
あ
る
が
、
①
の
呪
符
木
筒
以
外

は
断
片
あ
る
い
は
削
屑
で
あ
り
、
そ
の
性
格
お
よ
び
内
容
は
明
確
で
な
い
。
①

の
呪
符
木
衡
に
つ
い
て
は

「
…
嶋
如
使
人
」
と
い
う
文
字
が
読
み
と
れ
、

「急

く
如
律
令
」
の
普
遍
的
な
呪
符
木
筒
の
呪
文
の
使
用
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
問

題
で
あ
る
。
②
は
左
半
分
が
刀
子
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
「解
文
」

と
判
読
し
て
よ
か
ろ
う
。
①
は
食
料
の
授
受
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
り
、
表
面

「食
」
の
上
は
火
偏
の
字
で
あ
る
。
一異
面
に
は
月
日
が
書
か
れ
て
お
り
、
付
札

か
文
書
木
筒
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
。

紹
介
し
た
資
料
は
一
九
八
四
年
の
出
土
で
あ
る
が
、
多
量
に
出
上
し
た
木
製

品
の
整
理
の
た
め
年
度
概
報
で
は
一
部
写
真
で
報
告
し
た
だ
け
で
、
そ
の
後

一

九
八
五
年
の
木
製
品
整
理
の
段
階
で
あ
ら
た
に
確
認
さ
れ
た
も
の
も
で
て
き
た

た
め
、
こ
こ
で
合
わ
せ
て
第
二
九
次
調
査
出
土
木
筒
と
し
て
そ
の
概
略
を
ま
と

め
た
し
だ
い
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文

。
内
容
に
つ
い
て

は
平
川
南
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
市
教
育
委
員
会

『秋
田
城
跡
　
昭

和
五
九
年
度
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
概
報
』

（
一
九
八
五
年
）
　
　
　
　
　
　
（
日
野
　
久
）

つ
　

く

　

も

ば
し

福
井
。
九
十
九
橋

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
市
中
央

。
照
手

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
一
二
月
を

一
九
八
五
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
山
口
　
充

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

九
十
九
橋
は
、
福
井
城
の
外
堀
を
兼
ね
て
い
た
足
羽
川
に
架
か
る
橋
と
し
て

は
、
明
治
初
年
ま
で
は
唯

一
の
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
北
陸
街
道
の
福
井
城

下
へ
の
入
口
に
も
あ
た
り
、
さ

ら
に
水
運
の
面
で
も
、
三
国
湊

か
ら
の
物
資
の
搬
入
地
に
あ
た

っ
て
い
て
、
川
舟
改
所
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

木
簡
は
、
橋
の
改
修
の
工
事

の
際
に
発
見
さ
れ
、
同
時
に
橋

脚
に
使
用
し
た
丸
太
の
根
部
や

石
垣
も
み
つ
か
っ
た
。
木
簡
や

人面墨書土器

(福 井)




